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海外大学の中国高校卒業生 リクルー ト戦略
― 中国大学統一入学試験「高考」成績の活用をめぐって
孫 成志*・藤井 翔太**・石川 真由美***
要 旨
本稿では、高等教育のグローバル化に伴い、日本の大学においても入試制度改革に向けた機運
が高まりつつある状況を踏まえ、中国の全国統一大学入学試験である「高考」成績の国際的な活
用について考察する。具体的には、「高考」の概要と、現在留学生の選抜を行う際に「高考」の
成績を参照にした海外の大学の新しい動きなどを紹介するとともに、「高考」を導入するメリッ
ト及び注意すべき点を示し、日本の大学において「高考」による学部留学の条件として採択する
可能性を検討する。中国人学部留学生の選考に「高考」の成績を利用する海外の大学が増加して
いる中、最大の留学生派遣国である中国から成績優秀者を受け入れるための一つの判断基準とし
て、日本の大学が「高考」を活用する可能性を模索したい。そして、入学後の教育内容だけでな
く入試制度のグローバル化が避けられない状況が出現しつつある中で、留学生の受け入れに、海
外の国内入試制度を参照・活用することの是非を問うことで、日本の大学入試制度の改革への視
座を提示する。
【キーワー ド】留学生、高等教育、大学入試、中国、「高考」
1  はじめに  「高考」とはイ可か?
中国の全国統一大学入学試験 (原語 :全国普通高等
学校招生入学考試)、 通称 「高考」は、世界最大の留
学生派遣国であり、日本に最も多くの留学生を送る中
国において、中等教育修了時点での学習達成度を測る
試験である。900万人が受験するという世界最大規模
の大学入学試験であるが、日本における大学入試セン
ター試験同様に、基本的には中国国内の大学が中国国
内の学生を選抜し入学させるための制度である。その
一方で、近年、海外の大学が留学生の選抜を行う際に
「高考」の成績を参照にするなど、国外の教育機関も
「高考」に注目し、利用するようになつてきた。本稿
は、この「高考」に焦点をあて、その概要だけでなく、
世界の大学のグローバル化と優秀な学生の獲得競争、
日本の大学国際化や入試改革といった動きのなかで検
討する。そして、グローバル化が進む国際的な高等教
育の状況を視野にいれながら、日本の大学入試制度改
革の可能性についても示唆したい。
「高考」は、基礎教育と高等教育間の架け橋として、
大学の新入生選抜、中。高等学校の教育・運営に対す
る調整及びガイ ドの役割のみならず、教育系統の統合、
社会安定の維持などの重要な役割を担つている (劉
2011)。また、日本と異なつて大学や専攻ごとに入試
が分かれておらず、一回の「高考」で進学先が決まる
ため、「高考」の日には中国全上が静かになるといわ
れるほど社会全体から注目される事業である。近年、
この国内入試である「高考」が高等教育グローバル化
の中で新たな意味づけを与えられ、国境を越えた学生
選抜、すなわち中国国外の大学が中国人 (学部)留学
生の受け入れの拡大を目指して積極的に利用しようと
する動きが見られる。オーストラリアやシンガポール、
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フランスの大学などで、出願時に「高考」の成績提出
を義務づけ、「高考」の成績を選考の資料とする例が
ある。これにはシドニー大学やシンガポール国立大学
など、留学生の受け入れに実績のある著名校も含まれ
る。また、フランス政府は留学ビザを申請にあたつて
「高考Jの成績提出を義務づけるなど、入国審査のた
めに使われることもある1。 このような諸外国の状況
と比較すると、日本の大学においては、このような海
外の動向を注視する様子はみられるものの2、 中国国
内の大学入試制度「高考」及びその成績を、学部留学
生の選抜条件として本格的に活用する事例について見
聞きすることは殆どない。
従来「高考」など中国の大学入学者選抜試験に関し
ては、選抜方式の変遷等に関する先行研究がある。例
えば、大塚 (2007)が「高考」の歴史的変遷及び
1990年代の状況について詳細な分析を行ったほか、
南部 (2005,2006)は1990年代以降の改革動向、
特に大学入試 「推薦入学制度」の変遷を分析している。
さらに、 石井 (2007)及び南部 。渡辺 (2012)は、
中国における大学入学者選抜方法の多様化が東アジア
諸国との比較という観′点から検討されている。
このような従来の研究では、国際的な入試制度の比
較も含めて、「高考」市J度の位置づけや変化が、中国
社会という文脈において、高等教育に対する人材育成
の観点から検討されてきた。一方、本論は、高等教育
のグローバル化、日本の大学にとっての国際化や学生
の多様化といった観点から「高考」に着目する。すな
わち、海外において優秀な外国人 (中国人)留学生を
選抜する上で指標の一つとして活用される例とその意
義、日本の大学にとつての課題を中心に検討する。こ
のような文脈においては、「高考」という中国独自の
大学入試市1度は、ナショナルでありながらグローバル
な汎用性をもつ可能′性が示唆される。
くしくも、東京大学の濱田純一総長が2012年初頭
に秋入学への移行検討を表明して以来 3、 大学の国際
化と学生の留学推進、入学時期と就職活動について、
ギャップタームの検討など様々な論議を呼んでいる。
一方で大学のグローバル化への社会的要請は、単に入
学時期だけにとどまる問題ではなく、入学試験制度を
含むいわゆる高大接続の検討も含んだ改革に発展する
兆しがある。2012年6月に京都大学が高大接続を意
識した独自の入試制度の導入を検討していると発表す
るなど4、 既存の日本の大学入試制度に対する改革の
機運、とくによリグローバルな入試制度の必要性は確
実に高まっている。このような改革を進めていく上で、
日本に最も多くの留学生を派遣している中国の大学入
試「高考」に精通し、その活用法について検討するこ
とは、日本の大学に有益な情報をもたらす可能′性を秘
めている。
一方、2008年に政府が発表した留学生30万人計
画のもと、外国人留学生の受け入れ数増加と大学国際
化の一層の推進を目指す政策が実施されている。しか
しながら、現在まで大阪大学を含む日本のいわゆる研
究大学においては、学部留学生の数・割合は極めて些
少にとどまっている。例えば、大学の国際化と留学生
の受け入れの重点大学と言える、2009年開始の「大
学の国際化のためのネットワー ク形成推進事業 (グロー
バル 30)」に採択された、いわば日本の大学国際化の
モデルと言うべき13大学においても、学部留学生の
比率は2パー セント程度で、学部における教育環境
の多様性 (ダイバーシティ)の欠如がグローバル人材
教育を推進する上で、ひとつの課題となつている。東
京大学は2009年時点で277人(1.95%)である学
部留学生を2020年には350人(2.5%)に増やす目
標を掲げ5、 大阪大学においても学部留学生の割合の
飛躍的な増加のための検討がなされている。
学部の留学生、しかも優秀な海外の学生受け入れを
すすめることは、これまで主に大学院における留学生
教育に実績のある研究大学院大学にとつては、大きな
挑戦であり課題である。学部において単位取得し卒業
するためには、高い日本語能力が要求されるため、従
来、日本の大学は日本語学校の卒業生で十分な日本語
の能力をもつ者を入学させてきた (横田2012,p.81)。
「留学生30万人時代Jにおいては、従来の日本語学
習者層を越えたより幅広い人材プールから学生を受け
入れることが、より優秀な学生を取るための課題であ
る。一方で、外国人留学生の増加は、選考 。事務手続
きの増大や煩雑化にも繋がり、より効率的なシステム
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の構築が求められている。留学生の基礎学力に関する
データを入手することは、優秀な学生を獲得する上で
非常に重要である。
英語による授業の拡大やコースの設立がひとつの方
法で、コースや新学部の設立が国内で相次いでいる。
これらは日本語能力という日本留学を目指す外国人学
生にとつてのハー ドルを下げることとなり、優秀な外
国人留学生、特に大学院に比べて割合が低い学部留学
生の増加に繋がることが期待される。しかしながら、
現在の高等教育のグローバノイヒと競争の激化のもとで
は、英語による学位プログラムを作ったからといつて、
海外の高校を卒業した優秀な学生を簡単にリクルー ト
できるという状況にはない。世界の大学は様々な動機
から、留学生の受け入れを推進し、広報や出願方法の
見直しなどの努力を重ねている。海外における「高考」
利用はまさにこのような例にあたる。
本稿の構成は、まず「高考」に関する概要を紹介し
た後に、中国人留学生の動向の変化、および海外の大
学の「高考」への対応について分析する。その上で、
日本の大学における「高考」活用の可能性について考
察し、最後に日本の大学入試制度の現状について再検
討する。外国人留学生が増加し、入試制度のグローバ
ル化が避けられない状況が出現しつつある中で、海外
の国内入試制度 (「高考」)を活用することの是非を問
うと同時に、教育の国際化が進展する時代における日
本の入試制度改革の可能性について展望する。
2 全国統一大学入学試験 (「高考」)の変遷
と現状
本章では中国における全国統一大学入試 「高考Jの
概要を紹介する。改革開放政策の実施以降、中国にお
ける大学進学率は急激に増加してきており、「高考」
の重要性も高まってきている。そこで以下では、受験
者数と合格率、受験の流れ、地域別の合格ラインにつ
いて具体的に解説する。
2-1 受験者数と合格率
1949年の中華人民共和国成立から3年後の1952
年に、全国統一大学入学試験 「高考」は初めて実施さ
れた。その後、1966年から1976年の文化大革命の
間に中断されたことはあったが、1977年に復活 し、
現在に至るまで全国統一大学入試として実施されてき
た (大場そ2007)。
表1「高考」の受験者数 (2003～2012年)6
年度 受験者数(万人)
合格者数
(万人)
合格率
2003 613 382 62.3%
2004 729 447 61.3%
2005 877 504 57.5%
2006 950 546 57.5%
2007 1010 566 56.0%
2008 11醸 599 57.1%
2009 1020 629 61.7%
2010 946 657 69.5%
2011 933 675
2012 915
表 1は、2003年からの過去 10年間の「高考」の
受験者数や合格率を示したものである。受験者数は
2008年にピークの1050万人に達した後、4年連続
で減少したが、大学への合格率は近年上昇を続け、
2012年は75%程度の見込みである。
なお、2009年から「高考」の受験者数が減少して
きた背景には、以下の3つの要因があると思われる。
1)最も大きな理由に、大学受験の適齢 (18-22
歳)人口の減少がある。2010年7月に発表された
『国家中長期教育改革 。発展計画綱要 (2010-2020
年)』 によると、2008年に大学受験の適齢 (18-22
歳)人口はピークの1.25億人を迎えたあと、2009
年から2020年前後まで連年減少の傾向になり、
2020年は30%減の8250万人になると予測されてい
る。なお、中国の18～22歳総人口に占める大学進学
希望者の割合は、1999年の5%から2007年の23%
へと急増しており、2020年には40%近くに達する見
込みである (妃2011,p.8)。
2)次に、近年の中国では、高等教育機関で教育を
受けた人材が急増したため、高学歴の若者が就職難に
陥っている。地方の大学を卒業しても就職が難しいた
-5-
め、一流大学に進学できない高校生は、大学よりも専
門学校に進学したり、就職したりするため、「高考」
を諦める学生が増えている7。
3)高校卒業後に海外留学する学生が増加している。
経済発展にともなって中流階級層が増加し、親世代よ
り良い教育を受けさせようと、子供の海外留学を支援
する家庭が増えてきたことや、海外の大学への留学ビ
ザの申請条件が緩和されていること8が、海外留学増
加の背景である。なお、中国における海外留学増加の
詳細に関しては、第3章で改めて記述する。
2-2 受験から入学までの流れ
<受験日及び受験科目>
2003年以来、「高考」は毎年6月7日と8日9に全
国で実施される。受験科目は、中国内陸部31省(直
轄市 。自治区)のうち、上海市 。江蘇省・浙江省・海
南省以外の27省(直轄市 。自治区)は、国語、数学
(文/理)、 外国語、総合科目 (文/理)という「基礎科
日3+総合科目 1」 の4科日 (表2)で実施され、満
点は750点である。なお、各科日のテス ト内容は、
省 (直轄市 。自治区)によつて異なる場合がある。
表2 中国「高考」の受験日・受験科目及び配点
受験 日 試験科 目 時間
?
?
?
?
?
?
6月7日
国語 9:00‐11 30 150′点
数学
(文/理)
15:00-17:00150′点
6月8日
総合科 目
(文/理)
9:00‐11:30300′点
外国語 15:00-17:00150,点
<出願の時期と方法>
志望校は自由に選択し、第1希望、第2希望…と
いうように複数出願することができるが、日本のよう
に各大学が個別に実施する2次試験がないため、「高
考」の試験結果のみで合否が決まる。そのため、受験
生は慎重に志望校や選考を選択しなければならない。
現在、省 (直轄市 。自治区)ごとに出願方法が3種
類ある (表3)。
表3 出願の時期と方法
出願の時期 方法 地域
「高考」の前
(5月中旬 )
過去数年分の各大
学各専攻の合格ラ
イン1°を確認 し、
模擬試験の結果 と
照合
?
?
?
?
?
? ・北京
ヶ所)
「高考」後、
成績発表の前
(6月中旬)
過去数年分の各大
学 各 専攻 の合格
ラインを確認 し、
自己採点の結果 と
照合
天津市・山西
省・遼寧省 。
黒竜江省 。河
南省 。新彊ウ
イグル 自治区
(6ヶ所)
成績発表後、
各大学の合格
ラインが発表
される前
(6月末)
過去数年分の各大
学各専攻 の合格
ラインを確認し、
実際の成績と照合
他の地域
(23ヶ所 )
なお、中国教育部の統計データ11によると、2012
年 4月現在、中国における高等教育機関数は2,138
校であり、そのうち、4年市1の「本科」大学は841
校、2～3年制の「専科」学校は1,297校である。そ
して、「本科」大学841校の頂点に、最も入学するこ
との難しい 「985プロジェクト」(39校)と、「211
プロジェクト」に選ばれた112校の中国国家重点大
学12がぁる。
<受験生への成績通知日>
各省 (直轄市・自治区)によつて異なるが、6月下
旬から受験生は受験番号で各省 (直轄市 。自治区)の
教育委員会に指定されたウェブサイ トで個人の成績を
照合することができる。
<各省 (直轄市 。自治区)男」の合格ラインの発表>
中国の4年制課程 (学部)は「本科」大学と呼ば
れるが、「高考」の点数により、「一本」(国家重点大
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学)、「二本」(地方大学)と「三本」(私立や専門学校
など)の3つのレベルに分類されている。「高考」の
後、各省 (直轄市 。自治区)の教育委員会はその年の
受験者数や大学の募集希望などに基づき、各大学の合
格ラインを決める指標となる、文系、理系別の最低合
格ラインを発表する。ここでは、2012年度北京市の
各レベルの大学の合格ラインを例として挙げる (表4)。
表4 2012年北京市における大学レベル別の最低合
格ライン
理/文系 レベル分け 合格ライン
(7商′点750′点)
理 系
一本線13 477
二本線 433
三本線 402
文 系
一本線 495
二本線 446
三本線 416
<合格通知・入学>
合格通知書は、7月上旬から8月下旬に、各大学の
入試担当課から直接受験生に郵送される。そして、入
学式は、殆どの (本科)大学において、8月の最終週
か9月のはじめの月曜日に行われる。 ヽ
2.3「高考」の特徴―出身地域による合格ラインの違い
各省 (直轄市 。自治区)の教育委員会による最低ラ
インが公開された後、各大学はこの最低ラインを基準
にし、各校の合格ラインを公表する。しかし、教育水
準の地域格差を制度面から是正するため、合格ライン
は受験生の戸籍/出身地域によって異なる。表5は
2011年地域別の「北京大学」の合格ラインである。
同じ北京大学に入学するのでも、合格基準の高い山東
省の文系が656点、逆に合格基準の低い遼寧省が
629点と、学生の出身地によってかなりの開きがある。
表5 2011年地域別の「北京大学」の合格ラインと
入学人数 (抜粋)
地域 理系(点)
入学者数
(人)
文系
(′点)
入学者数
(人)
北京市 6531 215 636 103
天津市 677 39 640 29
遼寧省 672 50
??????? 34
黒竜江省 :|1鞭 21 635 17
吉林省 683 32 636 29
山東省 682 43 29
さらに、中国の大学は学生募集を行う際、各学部/
専攻がそれぞれ「どの省から何人を入学させる」とい
う学生募集枠を設けている。そして、その枠を前提に
合格者を決めるため、一つの大学の学部/専攻でも省
ごとに合格点が異なる。つまり、ある専攻はA省で
は学生を募集してもB省はゼロ募集という場合には、
B省の学生はどんなに成績が良くても希望の専攻には
進めない。
3 高校卒業生による海外留学“の新 しい動き
本章では中国における最新の海外留学動向を検討す
る。前章では、「高考」の受験者数は2009年にピー
クを迎えた後、それ以来減少に転じている背景には、
海外の大学への留学を希望している高校卒業生の著し
い増加傾向があると述べた。そこで以下では、高校卒
業生に焦点をあて、中国における海外留学の新しい動
きと、学生の留学に対する意識を分析する。
3.1 高校卒業生による海外留学の新しい動き
2012年9月に中国社会科学文献出版社が発表した
『国際人材青書 :中国留学発展報告』によると、2011
年中国の海外留学人数は33.97万人、世界の留学生
人数の14%を占め、国籍別で世界一の送り出し国と
なつた。そのうち、学部留学を目指す高校卒業生の留
学生数は全体の22.6%に相当する7.6万人となり、
とくに2008年以来、増加が著しい。これだけ多くの
留学生を生んだ背景には中国経済の発展と同時に、需
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要の急増に比べて国内に十分な水準に達する高等教育
機関が不足しているという事情もある。そして、各国
の留学ビザ緩和が留学をさらに促進させており、特に
2008年に世界金融危機が発生して以降は、先進国の
多くの大学は経済的理由から積極的に中国等からの留
学生の受け入れを増加させた。
このように国内外の状況の変化の結果、従来は大学
卒業後の進路として選択されていた留学が、高校卒業
生の卒業後の進路選択において現実的な選択肢になつ
てきた。そのことを示す具体的な動きとしては、海外
の大学入試受験者数の増加、海外へ留学する中国人学
生の低年齢化、そして私費留学生の増加による留学の
大衆化の3点が挙げられる。
<「洋高考15」 受験者数の増加>
中国教育部の統計によると、2010年度 「高考」を
辞退する高校生の受験生は、100万人近くに達し、そ
のうち約20万人が、海外留学のため国内の大学入試
「高考」を辞退したという (中国教育在線 2011)。一
方で、国内入試である「高考」の代わりに、海外の大
学入試、いわゆる「洋高考」を受ける学生が増加して
いる。
月12日に国務省教育文化局 (ECA)と共同で、国際
教育交流に関する年次報告書「2012年オープンドアー
国際教育交流に関する報告書 (Open Doors Report
2012: Report on lnternational Educational
Exchange)」を発表した。同報告書によると、2011-
2012学年度に米国の大学へ留学した中国人の学生者
数は、前年度と比べ23.1%増の194,029人に達し、
国別で3年連続の最高となつた。分野別でみると、
ビジネス (28.7%)、工学 (19.6%)、数学・コンピュー
ターサイエンス (11.2%)が、中国人留学生の間で人
気となつている。そして、そのなかでは大学院を目指
す留学生が一番多かったが (表6)、高校卒業生によ
る学部留学が前年と比べ30.8%の増となり、著しい
増力日傾向にあることが分かる。
表6 米国に留学した中国人学生の内訳
(「Open Doors Report 2012」より作成)
カテゴリー 2010‐2011(%)
2011‐2012
(%) 増加率
学部生 56,976(36.2%)
74,516
(38.4%)
大学院生 88,429(45.6%)15.1%
Non―degree10,484(6.7%)
12,690
(6.5%)21.0%
Optional
Practical
Tralnlng
??，??
?
??．??
? 18,394
(9.5%)38.9%
計
160,558
(100%)
194,029
(100%)23.1%
<留学の低年齢化傾向>
留学が大衆化するに従い、中国人留学生の年齢層は
多様化してきた。従来、留学生の大半は海外の大学院
教育を目指す学部卒業生であったが、近年学部入学を
目指す高校生卒業生の割合も増加しており、留学生の
低年齢化傾向が起きている。
<「洋高考」受験者数の増加>でも述べたように、
「高考」辞退者は増加しており、特に北京、上海、南
京の大都市では、海外留学のため中国国内での大学受
験を辞退する高校生が、2010年以降毎年約20%増加
している。また、ハルビン、長春、青島などの地方都
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図1 2006-2010年中国国内のSAT受験者数 (万人)
「洋高考」として最も知名度の高い米国の大学入試
共通テストにあたるSAT(Scholastic Assessment
Test)を例にすると、図1に示すように、2006年以
降、SATを受ける中国国内の受験者数は著しい増加
傾向にある。中国でのSAT試験場は香港のみである
が、2012年に同地で試験を受けた中国内陸からの受
験者数が、少なくとも4万人に達するという“。
また、米国国際教育研究所 (IIE)は、2012年11
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市においても、高校卒業生の海外留学が徐々に増加し
てきている17。 例えば、溶陽のある留学仲介会社のデー
タによると、2011年にこの会社を利用して留学手続
きを終えた高校生は、前年度比 16.5%増の387人に
達したという18。
そして、留学の低年齢化の傾向は、TOEFLや
IELTSなどの英語能力検定を受ける18歳以下の学
生の増加傾向からも窺える。2011年中国国内におけ
るTOEFLの申込者数は、30万人を超え、前年度と
比べ30%の増加が見られた。そのうち18歳以下の
学生の割合は、前年度と比べ倍増したという19。
<エリー ト留学時代の終了 (留学の大衆化)>
中国経済の高成長が続くなかで、各家庭の支払能力
が向上したことが、留学ブームに拍車をかけ、「エリー
ト教育」という位置づけだった留学が徐々に「大衆教
育Jに変化してきている。この変化を裏付ける最大の
特徴として、私費留学の規模拡大と、一般的なサラリー
マン家庭からの留学生が急増していることが挙げられ
る。中国教育部の統計によると、2011年中国海外留
学者数は33.97万人となつたが、そのうち、私費留
学生が9割に相当する31.48万人を占めた20。
そして、2000年頃までは、海外留学を選ぶ高校生
の多くは、国内での大学受験に失敗、もしくは合格す
る可能性がなかつたため、やむを得ず海外の二流、三
流大学を選んで私費留学をした場合が多かったが、近
年は、国内「二本」や「一本J大学に進学できても、
希望の専攻に入れなかった学生のなかに留学を選択す
る学生が増えつつある。また、上海・北京などの大都
市では、高校入学時から中国国内での進学ではなく、
質のよい海外の一流大学を目指す成績上位の高校生も
増えているという21。 中国国内での進学をやめた理由
として、厳しい試験から逃げるためではなく、外国の
異なる教育モデルや教育理念を体験したいと考える高
校卒業生は少なくはない。例えば、中国の藩陽にある
東北育才外国語学校 (高校)では、2008年から2011
年の4年間に、QS世界大学ランキング100位以内
の大学に進学した生徒は、卒業生全員の37.3%を占
めているという22c
<「高考」の成績を活用する試み>
海外の大学や教育機関は、中国人留学生受け入れの
拡大を目指し、奨学金制度の完備と、ビザ申請条件の
緩和とともに、後述 (第4章)のように、「高考」の
成績を活用し、大学入学条件として採択するか検討し
ている。その結果、国内入試 (「高考」)の結果を利用
して留学することが可能になつてきている。
32 高校卒業生向けの海外留学に関する意識調査
中国教育部留学サービスセンター (CSCSE)は、
質の高い教育に対するニーズの高まりや留学ルー トの
拡大による海外留学の低年齢化現象を受け、2010年
9月19日から2011年4月12月の間、高校卒業生
3550人を対象に、海外留学に関する意識調査を行つ
た。その結果は以下の通りである。
1)専攻
経営学 。経済学 (44%)力最｀も人気がある。次い
で、工学 (21%)、ビジネスマネジメント (21%)、
理学 (14%)、医学 (9%)、教育学 (8%)、法学 (6%)、
文学 (5%)、歴史学 (3%)、哲学 (2%)、農学 (1%)
の順となっている。
2)留学資金
「親戚や家族からの援助Jが8割以上と最も多い
が、「海外大学の奨学金を申請」力｀ 17%、「アルバイ
トJは16%、「海外留学ローン」は5%である。
3)留学に役立つ情報源
「中国国内の留学仲介業者J(46%)が最も多い。
次いで、「先生や友達の推薦」(26%)、「中国国内の
留学情報サイ ト」(26%)、「海外の大学の留学説明会J
(15%)、「海外大学のHPJ(14%)という順になっ
ている。
以上、中国人学生の海外留学の低齢化とさらなる増
加傾向をまとめた。海外の大学はそうした状況の変化
に対応し優秀な中国人学部留学生を確保するため、様々
な新しい試みを導入している。次章では、そのなかで、
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中国国内の大学入試市1度「高考」及びその成績の活用
について考察する。
4 中国「高考」の成績を認める海外の大学
ここ数年、オーストラリアやシンガポールを中心に、
海外の大学が中国の大学入学試験「高考」の成績を中
国人学部留学生の選抜に利用するケースが増えてきた。
以下、近年「高考」の成績を活用している大学を参考
例としてあげる。
<「高考」成績を入学基準として採択した海外の大学>
オ｀ 一ストラリア :The University of Sydney、The
University of New South Wales、 University of
SOuth Australila、Monash Universityなどの 14
大学
シンガオき一ル :National University of Singapore、
Nanyang Technological University、 Singapore
Management University
フ ラ ン ス :Universit6 Ren6 Descartes、
Universit6 de Paris 7 Denis Diderot、 Universit6
Rennes
韓国 :高麗大学、延世大学
カナダ :University of TorOnto、University of
Victoria
アメリカ :Brigham Young University
海外の大学側が求める「高考」成績の基準は、受験
生所属の省 (直轄市 。自治区)の「一本線J(地方重
点大学の合格ライン)以上との条件が殆どであるが、
北京大学や清華大学のような中国の超有名大学の合格
ラインと比べ、地方によつてはかなり低い場合もある。
また、「高考」の成績に加えて、高度な英語能力
(IELTS6.5、TOEFL570など)を要求する場合が殆
どである。
以下では、海外の大学における「高考」活用の具体
的な事例を紹介する。
スペイン教育部は、2008年から中国の「高考」を
認可し、「高考」の点数をスペインの大学入試の点数
と変換できるように制度を整備した。その結果、中国
の「高考」において、スペインの大学入試の合格ライ
ン5点 (満点10点)に相当する450点 (満点750
点)を取つた中国人学生は、直接スペインの大学に入
学申請を送ることができるようになった。2012年9
月現在、マ ドリッドエ科大学 (Technical University
of Madrid)において、中国の「高考」成績を利用し
て入学した中国人学部生の数は、50人余りに及んで
いるという23。
また、カナダにおいては、約 5割の大学が学部留
学生の選抜条件として「高考」の成績を参照している。
大学により、入学条件となる「高考」の成績が異なる
が、カナダの公立大学に進学するには、「高考」にお
いて相当の成績を収めなければならない24。 例えば、
ウェスタンオンタリオ大学 (University of Western
Ontario)は、「二本線」以上を基準としているが、
トロント大学 (University of Toronto)の予科コー
スに入学するには、「一本線」(重点大学)合格ライン
以上に達さなければならない。また、ブリティッシュ
コロン ビア大学 (The university of British
Columbia)の場合、「高考」の英語において120点
以上 (満点 150点)を取つた学生は、IELTS5.5に
相当する英語能力を有すると見なされ、予備教育の条
件を満たしていると判断している。
そして、オーストラリアでは、中国の「高考」の成
績を採用している大学が10校を越え、オーストラリ
ア主要8大学 (たとえばGroup of Eight加盟大学)
に限つても、シ ドニー大学 (The University of
Sydney)など3校が採用している。オーストラリア
では、「高考」用の基準が設定されており、主要8大
学では「一本線」以上、その他の大学では「二本線」
以上が一般的である25。「高考」の成績が入学基準と
して採択される以前には、中国の高校を卒業後、オー
ストラリアの大学に直接進学することは困難であり、
予備コース (Bridging Course)と呼ばれるコースで、
半年か一年、進学を希望する分野に応じた基礎科目や
語学科目 (英語)を履修した後に、学部課程に進学す
るのが一般的であつた。 したがつて、「高考」の成績
が入学基準として採択され、学部課程への直接進学が
日I能になることで、予備教育の時間と費用 (1年間約
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20万元=260万円)が節約できるだけでなく、中国
国内の大学進学のための受験勉強と海外留学のための
受験勉強が一元化されるため、オーストラリアの大学
の「高考」への対応は、中国の高校生や保護者の間で
も注目を集めている。ただ、「高考」の成績が採択さ
れることにより、入学条件が緩和されるとはいえ、
IELTS6.5以上の英語成績を確保するのは、中国の高
校生にとつて難関の一つであることに変わりない。
以下では、オーストラリアで中国人留学生の選抜に
「高考」を利用している代表例として、シドニー大学
の事例を紹介する。
シドニー大学は、2011年8月に、中国大学入試
「高考」に関する報告書26を大学ホームページで公開
し、その報告書に基づき、2012年2月に中国による
統一大学入試「高考」の成績に加え、英語試験 (専攻
によつて異なる力｀IELTS 6.5、TOEFL iBT 80′点
以上)、 書類審査で入学の可否を決定するという画期
的な制度を発表した。同報告書は、「高考」を数学や
理科、英語などの基礎学力を測る優秀な全国統一試験
だと評価している。その上で、全国900万人の「高
考」受験者のトップ10%に入る成績を収めた高校生
を、中国国内における優れた学力を持つ人材と位置づ
けている。シドニー大学をはじめとする海外有力大学
は、まさにこの「高考」の得点上位10%の学生をター
ゲットにしている。そして、2012年2月にシドニー
大学は、海外の大学の中で初めて中国の省 (直轄市 。
自治区)別の「高考」申請ラインを発表した (詳細は
文末付録資料Iを参照)。
以上見てきたように、中国「高考」の成績を中国人
留学生の選抜に利用する海外の大学が増加している。
今後この傾向はさらに加速し、優秀な中国人高校卒業
生が直接有名校に進学するチャンスが拡大することが
予想される。では、なぜ、近年になって、海外の大学
が中国「高考」の成績を自国の大学の入学条件として
活用することになつたのであろうか。
その背景には、前章で述べたように、家庭の収入の
増加や人民元の値上がりなど中国内部の経済的要因に
加え、高等教育の国際化の進展に伴う中国留学市場の
拡大を指摘できる。また、国内に優秀な高等教育機関
が不足していることも、よりよい学習環境を求めて向
学心の強い学生たちにとって海外志向に走る理由となつ
ている。中国青少年研究センターが発表した調査によ
れば、中国国内で海外留学に関心を持つている高校生
の割合は70.1%であり、韓国 (70.8%)よりやや低
いが、米国 (66.9%)や日本 (61.0%)よりは高い。
そして、子どもが海外へ留学することに肯定的な考え
を持つ親も79.9%と高い割合となつているという27。
そして、中国の中等教育システム、及び、50年余
りの歴史を持つ全国統一大学入試システム「高考」そ
のものが、高校生の基礎学力を浪1るテストとして少し
ずつ評価されてきていることも窺える。シドニー大学
学長マイケル・スペンス氏は、中国の「高考」を入学
条件として採択した新政策の導入は、2つの考慮事項、
「現在の中国は、高い質の中等教育システムを持つて
いること」と「中国の大学入試制度「高考」は、高校
生のもつ基礎知識を演1ることができている」に基づい
ているという28。
つまり、世界 トップレベルの大学で学習するための
準備が出来ていると考えられる上位 10%の学生を受
入れるために、「高考」という中国国内の大学入試シ
ステムを活用する意義が海外の大学で認められてきて
いるのである。
5 日本の大学における「高考」活用の可能性
前章では中国人留学生の選考に「高考」の成績を利
用する海外の大学が増加していると述べたが、それに
比べると、日本の大学のハヽ は遅れ気味である。そこ
で、本章では、国際化が進む日本の高等教育の状況を
踏まえつつ、日本の大学における「高考」活用の可能
性について考察する。
5-1 日本の大学における中国人留学生の現状と課題
「高考」の活用について検討する前に、日本の大学
における中国人留学生の現状を簡単に分析する。
2011年に33万9700人の留学生を海外の高等教
育機関に派遣し、世界最大の留学生派遣国となつた中
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国であるが、日本の大学における中国人留学生数も増
加を続けている。 日本学生支援機構 (」ASSO)の調
査 (図2)によると、2011年時点で中国人留学生数
は 87,533人、外国人留学生総数 (138,075人)の
64.3%を中国人留学生が占めている29。
75,000
ゞゞドがぶヾSがぶゞ
図2 日本の大学に所属する中国人留学生数
(」ASSOの留学生統計から作成)
ここで重要な点は、第3章で述べたように、今後、
学部留学生の増加が予想されることである。大学院生
に関しては、「中国政府国家建設高水平大学公派研究
生項目Jなど、中国政府の派遣プログラムが十分に整
備されてお り、金銭面での支援が充実しているだけで
なく、学力面でも一定水準に達した学生を選考するこ
とが比較的容易だと言える。一方で、学部留学生の選
抜においては、SATや国際バカロレアのような国際
的に通用性の高いテス トの成績を提出してもらうか、
もしくは日本の大学が独自に試験を実施することで、
中等教育修了時点の基礎学力を沢1定するのが一般的で
あるが、大学院留学生の選抜に比べて手間がかかり、
留学希望者と大学の双方にとつて敷居が高い。特に研
究大学の場合にはその傾向が顕著であり、例えばグロー
バル30に選出されている大学の場合では、表 7に示
すように、大学院における留学生比率が 15%前後な
のに対 して、学部における留学生比率は高 くても
2.5%程度に留まっている。
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表7 グローバル30大学における留学生比率 (2009年度正規学生のみ)(Ishikawa 2011:202)
大学名
学生総数 (冒学生総数)
留学生総数の内訳%
く学部生 :大学院生〉
学部レベルに占めζ
留学生郷
大学院レベルに占め
る留学生数%学部生(留学生) 大学院生 (留学生)
A+B(a+b)
a/(a+b): b/(a+b)a/(A) b/(B)
A(a)
＝
?
コモヨヒ 18133(1098) 1211 1 878910997(133)       1         7136(965)
筑波
16797(135の 12448766 1739%9954(169)  1   0343(1190)
東京
28022(2540) 950 : 9050 171% 1655%14128(241)       1        13894(2299)
名古屋
16268(1291)
1619 : 33819758(209)  1   0190(1032)
京都
22589(135① 1187 : 8813
13387(161)       1         9202(1195)
大阪
23702(1315) 2084 18蝉15090(274)  1    8009(1041)
九州
18967(1449) 1187 1 8313
11787(172)       1         7180(1277)
?
?
慶応
24800(918) 4'171 :02129 2.20%1690yt43録「「「 '「■1「
「■■■48轟て4懸り
'上智
11980(292) 01.99:3a01 1,71梵 31(琳
1‐撻2悪(1‐31)I  I ‐ ‐ ‐1459(11‐1
明治
31733C845) 7527:24.73 211喘292781630~T~1~~TT「24551209j
早種田 5417,(2843) 41 12 : 58,38 2.像0% 13.03鶴44893(1169)   1     9286(1670
問志社 23420(520) 6135 : 3865壼5937(319)       1         2491(201)
立命館 40114(1147) 3897 12:76鷲360110001  1   3503“4⇒
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このように学部留学生の選抜を行う際には、中等教
育修了時点での学習到達度を浪1定することが重要にな
るが、そこで浮上するのが「高考」活用の可能性であ
る。大学進学を希望する中国の高校生の大部分が受験
する「高考」は、彼らの学力を測る基準の一つとして
有効に機能する可能性がある。第4章の最後で述ベ
たように、シドニー大学などの海外の大学は「高考」
を選抜のプロセスに組み込むことで、中国人高校卒業
者の成績上位 10%をスクリー ニングすることを目指
している。以下では、「高考」の活用が日本の大学に
もたらす効果を具体的に考察する。
5-2「高考」の活用によつてもたらされるもの
「高考」を留学生選抜のプロセスに組み込む最大の
メリットは、中国人学生の中等教育修了時点での基礎
学力を一通り把握できる点にある。もちろん、「高考」
の成績のみで、日本の大学に入学するのに十分な学力
を有しているか判断することには危険性が伴 うが、
TOEFLや日本語能力試験のような外国語能力検定、
大学が個別に実施するテストや面接、書類選考と適宜
併用することで、中国人留学生の学力把握の精度を高
めることができる。少なくとも「高考」の成績を参照
することで、北京大学や清華大学のような中国国内の
重′点大学に合格することができる学力をもつているか
どう力■J断することは可能である。  ^
また、留学生の視点から考えると、「高考」の成績
が利用可能になれば、元来日本への留学を考慮してい
なかつた中国人学生が、日本の大学への進学を選択肢
に含める可能性が高まる。現状、欧米の大学に比べる
と、 日本の大学の留学生選考や諸手続きは複雑で、
「留学希望者に過度の負担を強いており」、それが日本
への留学を躊躇させる要因の一つであると指摘する声
もあがつている (文部科学省高等教育局学生・留学生
課2012年)。 「高考J導入により選抜のプロセスが簡
素化されることで、大学と留学希望者双方にメリット
がもたらされるだろう。
当然、「高考」を活用する上で注意すべき点も存在
する。第1章で述べたように、中国の大学の合格最
低ラインは各省 (直轄市 。自治区)ごとに異なつてお
り、基準となる得点のラインをどこに引くのか慎重に
検討する必要がある。また、現状の日本の大学の学部
教育においては、一定レベルの日本語能力 (最低でも
日本語能力試験2級程度)の有無が大きなウェイ ト
を占めており、英語能力とともに別個に日本語試験を
行う必要があるだろう。しかし、「高考」の成績と併
用することで日本語能力だけでなく、よりよく基礎学
力の把握ができる可能性がある。特に、北京や上海、
東北三省といった日本語教育が盛んな地域出身の学生
に関しては、「高考」を通じた学力の把握が日本の大
学への留学を促進する可能性が高い。その他にも、
「高考」の活用をスムーズに行うためには、現地の教
育委員会や留学仲介会社とのコンタクトをこれまで以
上に密に行う必要もある。
以上のように注意する点も多いが、中国人留学生の
選抜プロセスにおける「高考Jの活用が日本の大学に
もたらすものもある。実際に「高考」の成績を選抜に
利用するかどうか、また、利用する場合に「高考」の
成績にどの程度比重を置くかは個別の大学の方針に左
右されるだろうが、中国人学生の学力を測る基準とし
て「高考」に精通し、その活用の可能性について議論
することには意義があるだろう。
6 終わ りに
本稿では、中国の全国統一大学入学試験である「高
考Jの概要と、現在「高考」の成績を入学の条件に参
考した海外の大学の動きなどを紹介した上で、ハSが
遅れている日本の大学における「高考」活用の可能性
について検討した。高等教育の国際化が進展し、中国
人学部留学生数のさらなる増加が予想される中で、中
国における全国統一大学入試「高考」の成績は、中等
教育修了時点での学力を判断する基準として採用する
利点がある。特に、研究大学の場合には、欧米の一流
大学との間で優秀な留学生の獲得競争が激化している
ため、最大の留学生派遣国である中国から、学力上位
10%に入る高校卒業生を選抜する意義は極めて大き
く、そのスクリー ニングを行う際の基準として「高考」
を活用する可能性を模索する意義は大きい。
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本稿の内容を要約すると以上のようになるが、最後
に、「高考」活用の問題をより広い文脈に位置づけて
今後の展望を示す。一点目は中国以外の国も含めて、
諸外国で実施されている国内入試を留学生選抜に活用
することの功罪、二点日は日本の大学入試制度の抜本
的な改革である。
まず、一点目に関しては、本稿で検討した中国の
「高考」は第一歩であり、将来的には他国の入試制度
についても、「高考」と同様に活用の可能性を検討す
る余地が残されている。特に、中国以上に若年層の海
外留学が一般化しており、また中国に次いで日本への
留学生派遣数が多い韓国の場合には、日本の大学入試
センター試験に相当する「大学修学能力試験Jが存在
しており、韓国人学生の学力を測る基準としてどの程
度機能するか検討する意義はあるだろう。また、韓国
の場合には、外国語高校を中心にして、中等教育にお
ける日本語教育が充実しており、国内入試の活用の検
討が、優秀な学部留学生の獲得増加に繋がりやすい。
一方で、本来は留学生を入学させる大学自身が行う
べき入学者選抜のプロセスに、海外の国内入試の成績
を利用することの是非についても議論が必要である。
入試とは単に「応募者を選抜するための試験」である
だけでなく、「その大学がどのような人材を求めてい
るのか」を学生や社会に向けて示す機能も有している。
教育の国際化の進展によつて国境を越えた学生の交流
が可能になつている現状があるからこそ、個々の大学
は教育の特色や学風を国際的にアピールする必要が高
まつている。基礎学力の判定を「高考」など他国の国
内入試制度を参照することにしても、追加の筆記試験
や面接試験など、その他の選考をより慎重に行わなけ
ればならないだろう。
そして、この問題は、二′点日の日本の大学入試制度
の抜本的な改革とも密接に関係している。冒頭で述ベ
たように、東京大学の秋入学への移行検討は、高等教
育のグローバル化と密接に結びついた問題であり、日
本の大学入試制度の現状に一石を投じるものである。
入学時期の移行 (もしくは多様化)や、海外での積極
的な試験実施など、教育のグローバル化に対応するた
めの制度改革には、「高考」など海外の入試制度の現
状の把握と参照が有意義なデータを提示する。また、
こうした入試制度のグローバル化に向けた対応は、高
大接続の強化など、日本の大学入試制度改革の抜本的
な改革を促す契機にもなりうる。
国際的な競争力を強化し、日本の大学の魅力を世界
に伝えるためには、外国人留学生 。日本人学生と大学
双方にとつて、グローバルな観点から公正かつ明解な
入試制度を構築する努力が不可欠である。本稿におけ
る「高考」活用の可能性に関する検討が、その一助と
なることを願 う。
注
1.『中国教育判 2012年10月30日第3版≪高考
成須海外決可,狼来了?≫
2.例えば、刑11大学の北京事務所「世界の有名大学
は中国の「高考」利用を認め」
http:′ぃ shu―ucn.nettl制 /_譴厖012
0521/1460.htd
3.東京大学「入学時期の在り方についての検討など
の制 な軸
httpγ/w躙lu‐tokyo.acjp/gen02皿.enl・ohent.
htd
4.京都大学「高螂 大加排髭メ試の‐ 陣
入に向けた検討の開夕台について」2012年6月22
日
httγ/躙嘱 蒻 憔 ―u・acj」ゴ船 、vSぬ協 噛 1/ne
ws7ノ2012たkx几ビnen憮ゴ120622 1/01 pdf
5.東京大学国際本部 『東京大学国際化推進長期構
想 (提罰』2010年3月
httpγ/凸Lu―tolsァo.acjp/Ad巨veJ、vhitepaper/me
ζ
longtennph」h」el■phl.pdf
6.中国教育在銭 (2012)0012年中国教育在銭高
招調査報告》
httpソ¬咽躙leol.cn/htl」g/re剛201F2/inよx.並t
温
7.『人民団剣 2012年6月13日≪慶届高中生放奔
高考人数4年累十超3CXl万≫
http:施du.people.com.crG379457/18171176.
htd
8.米在中国大使館の続計データによると、米国が中
国人留学生に対して発行したビザは、2009年は8
-14-
万1800件、2010年は11万38CXl件、2011年は     23.出典は注1と同じ。
15万7,500件と増加傾向にあるという。         24.『J馘て
'午
辞側 2012年9月18日≪高考成須成
9。 江蘇省、浙江省、山東省、海南省は、毎年の6月       国外名校 “敲l]碑"≫
7日-9日である。                     httpツク町ksb.bieea.edu.cn/htn]にυ
10.隔考志願 貯旨南 (筆者訳 :大学出願案内)』       li―lezhtlanban/20120917/44840.htd
httpγ/諄okao.eol.cl1/htmyg/山サuan/in緑。sht     25.岡諫 日刊 2012年11月1日≪盤′点汰可中国高
d                            考成気的世界名校≫
11.中華＼民共和国教育部「教育部批准的高等学校     26.¶℃U五ve鵬け of Syёhり0011)3鍬餓陥わ"
名単,新批准的学校名駒 2012年4月24日        a勧り′| ハ残励 ゴ  吻   動 虚題
“
httpγ/Ⅵ躙躙lm∝.gvclttulid腱
…
J          E厖酸濃2′″あ のbθ働∂レυ
ht出ゴⅡЮJ…63″201205/135137.httt            httpヽ翻ヽヽ 、edu.耐島lco―tteeyaぬnL鋤
12.独立行政法人 科学技術振興機構 「中国国家重       斑屹011/AEI Gaokao Report.pdf
点大学‐艶                     27.『半島副 2012年10月4日≪調査昆示,八
httpソ/¬噸嘱syj飢.gojノedК就b山血vα由プ        成父母賛成核子留学≫
u『iv CX10.htd                       http7′∞apenhilizi.∞nッЪdcb/20121CX14/
13.「一本」大学に合格する最低の点数を「一柚        page 63291.創
と呼凡                       28.『中国教育判 2012年10月30日≪高考成笏誨
14.本稿では、中国の高校を卒業してから海外の大       外高校汰可:国隊化込是利益駆劫?≫
学に進学する高校卒業生の留学状況を検討する     29.『平成23年度外国人留学生在籍爛 曜罫吉果』
ため、高校在学中に中。短期留学のケースは含       独立行政法人 日本学生支援機構 もヽ SO)
まれていなし■                      http ll…■aSSO.goj」畿通StiCyhd student/
15。畔高考」とは、海外の大学入学試験のことを指       ぬね11.htd
丸
16.M副2012年10月7日≪も選 考拭中国     参考文献
内地渚珪ひ磯期劃寺謎昆著≫             The U五℃ぶ″0優汐dnり0011)』震α
“
効ar2
17.『中期 2012年9月19日≪中国留学日      伽 ′A後″あゴα滋秘押θ助 加盟
“
益低蛉化 放奔高考人数増加≫             3例五腸励 aθttυ
httpち4/節yhb∞.edu.cn/muttW2o12o919        http:たy7dneyedu.atyab/commtteeyaだヒ山由鋼げ
atde 307.htrd                        2011/AEI Ga☆aD Report.pdf
18.Stuけin obh「中国、高校生の留学ブー ム」     Bohn,A,Da、鴨,D。,Me2es,D。,&P∞Кe,D.
h颯ガ /¬喘 躙tStuⅢdttnjp/鎚h∞シ2012-2         0∞分 .θb&ゴS勉浸 盟 ι」‰ ね 勲 ッ ク ル タ JЪ廃 寝6お
v■ew294586.htd                  〆励θ(餓カゴ段
“"′
」シカ
"“
′″あ〃印 α
19.中国教育在銭 0012)0011年出国留学超勢凋      Д力
“
ふ _Sy血り NSⅥξ Ⅱ)P Edllcation
螢 雌■第四市出国留学癸考武交餡)          A鵬缶山
http・I鹸e.eOl・Cn/htdhep/ωls01.shtm        p堕ヌrd lshikawa.0011).Redehing
20.中国人民共和国教育部「2011年度我国出国留学      intemati∞dレ赫m in higher education:Global
人員情況銃汁」2012年2月10日            30 and the making ofglobal ШふcJおs in
httγ/、ぃ、躙lmOe.gov.cn/publicmeyhlslnesy         」apan.¬咀bs,D.B.,&R電)pleye,J.爵bb"
htIMleζtts5987201202130328.htd        ttη物鯉 盪力の力枷ra家た弓 Z蹴
“
ぬc
21.『中国教育判 2010年6月12日第1版≪高中      a"滋2″ g″2ご湯θ&塑ν塑励 R3価∝:
生出国留学人数逐年増加≫               助mpoSlllm Books.PP193-223
22.東北育才外国語学校HPより             石井 光夫 12CX18)『東アジア諸国における大学入試
h均ノⅥ躙躙ls憮評∞耐AttdJaw響力巧グhd       狛 ヒに酎 る研す』平成17～19年度日赫
ex.htd                       興会科学研究補助金 基盤研究 lC)課題番号
-15-
17530548研究代表者 :石井光夫 (東北大学高等     李 守福 aX11)「中国大学入試市1度の動  『大学教
教育開発推進センター )               南暁刷 別冊9,神戸大学大学教育研究センター ,
王麗燕 12010)「中国の全国統一入試における地域      pp.41‐45
間柚   『アジア硼 2,アジア教育発展学     空1海峰 0011)「中国大学入試制度と基礎教育の関
会,pp.66-73                      係について」『第55号中国の初。中等教育の現状
大塚 豊 0∞7)『中国大学入試研究一変貌する国家      と動向』
`鰤
断刊姑わk科学技術振興機構
の人材選抜』東信堂                   htゎ.11…_・SpCj“・gOj」Юはかゴ110"bm sec
宮 玉嬉 0012)「中国における大学入学試験制碁刺t      education/rl105 1iu.htd
革の現状と課題一「自主学生勲軸 に焦,点をあて     姜乃張 (2010)《高中生出国留学人数逐年増加》《中
て」陽鮮鶏J度研究紀要』7,筑波大学教育制度研      国教育扱》2010年6月12日第1版
究室 pp.75-80                   妃宝成(2011)《2020年我国議 規諷 1分析》
楠山研 0∞5)「中国における大鮮,岬 の動向      《中国人民大学教育学刊》第01期
―地方。大学への権限委譲に関する一考察」『京都    文J海峰 (2CX17)《高考改革的鵬 展望》《教育研究》
大学大学院教育学研究科紀要』51京都大学        第11期
pp.128-141                      文llA・孔繁盛。多中宇平 (2CX19)《中国大陪高中生海外
楠山研 12010)「中国における義務教育制度の弾力      留学高等教育的寺並逸拝及其影駒因素》《高等教育
化と質策詢 彫
-41,日
本比較教育      研究》第04期
学会,pp.49-62                   淡松学・夏魯恵(2011)《遣蛉メ、口下降対我国高等教
中島直忠 12∝Ю)『日本。中国高等教育と入試一二      育的影噛》《中国友展規察》第9期
一世紀への課題と展豊』 三コ||ブ哺細切賠『        中国教育在銭 (2011)《留学行立分析報告 (2011年
南部 広孝0005)「新暢 市嘲 黄福涛爾      版         )        》
『1990年代以降の中国高等教育の改革と語縫』       htぃ机hme.eol.cn/ht趣  
『
d盤201lalinde
(高等教育研究叢書81)広島大学高等教育研究開      x.shtd
発センター ,pp.89-97                 中国教育在銭 0011)《出国留学超勢凋査根告》
南部 広孝 aXp6)「中国の大学入学者選抜における     周金燕。牛中1日「・孔繁盛 (2CX19)《全球化背景下的教
推薦入学制度の知  『枷 37,広島大学高     育不平等―中国高中生留学意思影噛因素的研究》
等教育研究開発センター ,pp.169‐180           衛¥りに認舞義形D第06期
南部 広孝・渡辺 雅幸 0012)「インドと中国におけ
る大学入学都囲炭棚勤 勝嘲大講耀謗あ育学研   参考lIRL:漏静難認日2012年12月20日
究紀要』58,京剖伏鮮ヽ pp.19‐42            中華人民共和国狩 S httpγんぃv、,lmcDe.部vcn
文部科学省高等教育局学生。留学生課 12012)『我が    中国留学網 h筑ジⅥ躙躙lC∝Se.edu.cn
国の留学生制度の概要受(すm  (刃高劃        中国高等教育。学生脚 NET hぃ.11….ChSijp
h句ジ瓢いヽlm歯.gojp/compo‐nυa mendeduc     中国国家留学基金管理委員会
atlon/detai1/ КsFileyttbHttυ2011/12/12/12865      h颯).|い‐C∝・&lu.cn
21ユ.pdf                         中国
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NO Provlnce ⅣIaxillnum PointEntry Score2012左F度
Entry Score
2013Z手度
安徽省 750 547 577
2 北京市 750 524 495
3 重慶市 750 564 554
4 福建省 750 573 557
5 甘粛省 750 504 533
6 広東省 750 580 589
7 広西チワン族 自治区 750 519 544
8 貴州省 750 516 539
9 海南省 900 671 668
10 河北省 750 581 572
黒竜江省 750 551 526
12 河南省 750 582 557
13 湖北省 750 571 561
14 湖南省 750 598 571
15 内モンゴル 自治区 750 486 492
16 江蘇省 480 345 341
17 江西省 750 532 570
18 吉林省 750 548 529
19 遼寧省 750 535 563
20 寧夏回族自治区 750 500 489
21 青海省 750 430 433
22 ?西省 750 543 556
23 山東省 750 570 582
24 上海市 630/600* 468 438
25 山西省 750 570 539
26 四川省 750 533 518
27 天津市 750 519 549
28 新彊 ウイグル族 自治区 750 504 493
29 チベ ット自治区 750 485 490
30 雲南省 750/772** 495 520
31 浙江省 810 571 606
付録資料 I
シ ドニー大学が入学条件 として採択 した 「高考」成績の合格ライン
(シドニー大学HP「Study at Sydeny」より 筆者作成)
*2012年度より上海市は 「総合能力測定科 目」(30点)を廃上 し、「高考」満点が600点になつた。
丼'2012年度より雲南省は 「学業水平測定科 目」(22点)を加えたため、満点が772点になった。
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